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D 59　　　　　　直鎖アルキルベンゼン系アニオン界面活性剤の可溶化作用に及ぼす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　水溶性高分子の効果

　　　　　　　　　　　　　　　広島大教育　○川辺淳子　岩垂芳男

　　（目的》油性汚れの洗浄過程において，界面活性剤の有する可溶化作用は湿潤，浸透，乳

　　化，分散，再汚染防止作用等とともに重要である。本研究では，アニオン界面活性剤の可

　　溶化作用に及ぼす水溶性高分子の効果を，水溶性高分子の添加量および分子量，可溶化温

　　度，被可溶化物質の化学構造等の関連において検討した。さらに，異なる溶媒中における

　　被可溶化物質の吸収スペクトルから，可溶化のメカニズムについても考察した。

　　《方法》直鎖アルキルベンゼン系アニオン界面活性剤として■ n－ドデシルベンゼンスルホ

　　ン酸ナトリウム（DBS）を，水溶性高分子として，分子量の異なる３種類のヒドロキシプロ

　　ピルセルロース（HPC）を，被可溶化物質として, 油溶性染料Oil Yellow AB, Oil Yellow

　　OBおよび011 Orange ss の精製品を用いた。可溶化量の測定は，恒温振とう機を用いて

　　約48時間振とうさせ可溶化平衡に到達させた後，不溶解の染料をろ別し，ろ液をメタノー

　　ルで一定割合に希釈し比色定量した。また，染料の吸収スペクトルを日立ダブルビーム分

　　光光度計100-60型で，DBS/HPC共存系における粘度をオストワルト型粘度計で測定した。

　　（結果〉HPCの添加量が増大するにつれて，可溶化能Sp（ng/mol）は大となり，可溶化開始

　　濃度Cb（mol/l）は小となった。可溶化温度が高くなるにつれて, SpおよびCbは大となっ

　　た。ただし，分子量の効果は明瞭に現われなかった。可溶化量はOil Yello* AB ＞　Oil

　　Yellow OB ＞　Oi1 Orange ss の順となった。吸収スペクトルの結果より, Oil Orange ss

　　の可溶化のメカニズムは，他の２つの染料とやや相違することが推察された。粘度測定か

　　ら, DBS/HPC共存系では，両者の　compl exが形成されることが明らかとなった。

D 60 ポリビニルアルコールによる油脂付着防止効果

桜の聖母短大　　　　○木村美智子

お茶の水女大家政　　駒城素子　中島利誠

（目的) ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）の油脂付着防止作用を検討するため、各種繊維

への油脂付着量におよぼすＰＶＡ濃度および化学構造の影響について調べた。

（方法）ＰＶＡとして重合度がほぼ同じで（300~ 500）ケン化度の異なる３種、油脂には

オレイン酸、繊維にはポリエステル、キュプラ、木綿の平織白布を使用した。ＰＶＡ水溶液

( 0～lg／L)に油脂を分散させ、試験布を入れて振とう機で付着処理を行った後、布に付着

した油脂を四塩化炭素で抽･出、IRで分析し付着量を求めた。

（結果）ポリエステルにおけるオレイン酸付着量はＰＶＡの添加により滅少し、この場合

ケン化度の最も高いPVA （98.5％以上）に比べてこれよりもケン化度の低いＰＶＡ（

78 . 6~ 89.O％)の効果か著しく、しかも低濃度( 0.lg／L)からオレイン酸がほとんど付着し

なくなる傾向が認められたことから、酢酸基がある程度残存している場合にＰＶＡの油脂

付着防止効果がより高く現れると考えられる。

　一方、水のみの系ではポリエステルに比べてキュプラ、木綿におけるオレイン酸付着量が

小さく、特にキュプラではその傾向か著しいことが認められた。　同じ親水性繊維であるキ

ュプラと木綿における付着量の違いは、一つには両者の形態的差異か要因として考えられ

る。　また、ＰＶＡを添加した場合にはキュプラ、木綿のいずれに対してもオレイン酸の付着

はほとんど認められなかった。


